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ない｡ 接触物質は通常分子量500以下の簡単な化学物質で あ り, これを皮膚に塗布すると皮膚の色々の成
分と結合する｡ この場合, 皮膚の成分は大きく分けて表皮および真皮である｡ 著者は接触物質と皮膚成分
との結合物により接触アレルギーが成立するか否か, 成立するとすれば皮膚のどの成分がそれに関与する
かを接触物質として DNCB(LChlor0-2.4Dinitrobenzene)を用いて知ろうとした｡
実験順序として, ㊨ DNCB の定量｡ ㊨ DNCBの経皮吸収量の測定｡ ④ DNCBの経皮吸収の態度
(組織化学的検討)O ④ DNCBと結合或いは附着した皮膚成分による海浜感作実験｡ A)invivoでの実
験として DNCB塗布後採取した皮膚成分 (DNCB-表皮, DNCB- 真皮, DNCB一全皮膚) による感作
実験, B)invitroでの実験として, invitroで操作した DNCB--表皮, DNCB-真皮, DNCB一仝皮
膚による感作実験, C)DNCBのみによる感作実験, D)無処置海浜群の皮膚貼布試験を行なった.
①④㊥の実験は④の実験の補助実験ともいうべきもので DNCB を皮膚に塗布した場合, DNCB が皮
膚に存在するか否か, 一定時間後にどれ位の DNCBが吸収されるのか, その Routeはどうかといった
点を確かめるために行なった｡
まず Janovsky反応を応用した比色定量法を用いて, DNCBを皮膚に塗布後, 一定時間後に皮膚表面
に残存する DNCBを定量し, 吸収量を求めた｡ その結果, 吸収量は0.1-10%の濃度では,24時間までで
は, 時間とともに増加し, 吸収率は濃度の濃い方が薄い方に比べて低い値を示した｡ Azo-Couplingを応
用した DNCB の組織化学的染色を行なったところ, 0.5%以上の DNCB を塗布すると DNCBが染色
され, 表皮細胞は一様に染まり, 毛のう上皮細胞は表皮細胞に比べて, かなり薄く染まっていたが真皮に
--248-
ほ発色は認められなかった｡ これらoj所見より, DNCBは皮膚表面全面を通じて吸収され, 表皮細胞と
結合することが判明した｡
④の実験は A)では DNCB塗布後, 3時間後に海浜を殺し, 皮表に残存するDNCBをアセ トン綿で
除き, 表皮, 真皮を Batlmbergerの方法で分けて, 表皮, 真皮成分を作り, また表皮, 真皮を分けずに
全皮膚成分 (表皮+ 真皮) を作り, Adjuvantを用いずに海ち巽の腹腔内に皮膚との接触を避けて注射し,
2週間後に0.1% DNCBアセ トン液0.025ccを塗布 し,48時間後に感作の有無を判定した. B)はDNCB
を塗布せずに, 表皮, 真皮, 全皮膚成分を作り, それぞれに invitroで Sangerの方法により, DNCB
と結合させ, 遊離の DNCBを除き, A)と同様に検査した｡
その結果, 感作率は invivoでは DNCBW 表皮2T.7% , DNCB- 真皮8.5% , DNCB- 全皮膚5.2% ,
invifroではDNCB-表皮18.1%, DNCB- 真皮10% , DNCB-全皮膚10%, DNCBのみ10%,無処置群
0%であり, DNCB-表皮での感作群が他の成分での感作群に比べて高い値を示した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
接触アレルギーにおいてほ, Haptenである低分子物質と皮膚特異成分との結合物により感作が成立す
ると考えられているが, その実験的根拠は未だ得られていない｡
著者は海隈を使用し Dinitrochlorbenzeneと皮膚成分との invivo, invitro結合物をアジュバント
を用いずに腹腔内に注射 し感作が成立するか否かを検討した｡ 実験過程において DNCB の経皮吸収量,
吸収経路, 皮膚内分布を知る必要がある｡Janovsky反応を応用した DNCB 定量法を考案し, 諸濃度の
DNCBの経費吸収量を時間を追って測定し, また Azo-couplingを利用して DNCBの吸収経路, 皮膚
内分布を組織化学的に検索し, DNCB が経表皮, 経毛嚢の両面から吸収され表皮成分と結合することを
認めた｡
これらの成績から,invivoでは塗布3時間後に皮膚を採取し, 表皮と真皮にわかち, 遊離 DNCBを
アセ トンで除いた後ホモゲナイズした｡
invitroにはあらかじめ分離した表皮, 真皮をホモゲナイズし, DNCBを結合させた｡ おのおのの結
合物を海倶の腹腔内に注射し, 2過後接触アレルギーの成立の有無を検 した｡ 感作率は in vivo では
DNCB-21.7,% ,DNCB---真皮8.5% ,invitroでは DNCB- 表皮18.1% , DNCB- 真皮10% を示し, 接
触アレルギー成立における表皮成分の干与を示唆する成績を得た0
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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